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2020年度 公益財団法人柳井正財団 事業計画書 

（自 2020年 9月 1日 至 2021年 8月 31日） 
 

当財団は社会課題に独自の方法でアプローチし、人々が自立して、互いに尊重し合い、

豊かな生活を送ることができる社会づくりに貢献することを目的とする。 

 

1. 2020年度 公益目的事業の展開 

 

① これまでの指定校による学校推薦奨学金を、学校教育法一条校を対象とした公

募型学校推薦奨学金に変更し、より多くの高校生が奨学金に応募できる機会を

提供する。 

② 奨学金支給額を増加し、低所得の家庭にも米国・英国大学留学の可能性を広げ

る。学習・研究・生活支援金を別途一律支給し、奨学生の学生生活の安定性を

担保する。 

③ 奨学金の募集枠を 30名から 40名程度に変更し奨学生人数の拡大を進める。 

 

(1)奨学生の募集活動 

 

  【奨学生の募集活動スケジュール】   

 

 公募型学校推薦方式 

7月 11日～9月 11日 ： 応募書類受付（高校から応募） 

7月 11日～8月 30日  ： 財団ＨＰ内応募システム受付（学生が応募） 

9月 11日～9月 10日 ： 書類選考 

9月 12日～9月 10日 ： 一次面接 

9月 22日～9月 10日 ： 最終面接 

9月 23日～9月 29日 ： 合否の通知 

 

 一般公募方式 

12月末頃～2月中旬（予定）： 財団ＨＰ内応募システム受付 

11月末頃～3月下旬（予定）： 書類選考 

14月上旬～3月下旬（予定）： 一次面接 

14月中旬～3月下旬（予定）： 最終面接 

14月下旬～3月下旬（予定）： 合否の通知 

 

(2)奨学生への奨学金の給付 

【奨学生人数及び奨学金給付額】 

 

（千円）

2020年度計画 奨学金支給人数

現1期生 189,525  36人中 35人（休学者1名）

現2期生 249,375  29人中 28人（休学者1名）

現3期生 309,225  31人

現4期生 269,325  27人

(新）5期生 199,500  40名 (2021年秋学期) 　※予定

合計 1,216,950
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(3)奨学金給付事業を補足する活動 

 ・外部選考補助者派遣費用   3,800千円 

・選考委員への報酬(２回) 3,  600千円 

・募集広報活動、イベント費用 7,000千円 

 

 

2. 2020年度その他事業の展開について 

 

(1) 留学希望者支援事業（留学フェローシップ） 

① オンラインコンテンツを拡充し、日本全国の中高生が参加できる留学キャラバ

ンを開催する。 

② 中高生の海外大学進学の啓発活動で終わることがないように、エッセイ指導を

強化し、トップ 60大学への合格につなげる。 

 

 留学フェローシップ支援金額：20,000千円（年間） 

 

(2) 国際交流事業（Stanford e-Japan） 

米国の社会や文化、日米関係について学ぶ機会を、関東以外の地方、公立高校の 

学生の参加拡大に努める。 

 

 Stanford e-Japan支援金額：12,000千円（年間） 

 

 

3. 2020年度法人運営について 

 
【法人運営の年間スケジュール】 

 理事会    ：2020年 10月（予定） 

             ・事業報告、計算書類等の承認 

       ・評議員会の開催について 

定時理 事会：2021年 17月 (予定) 

       ・事業計画書および収支予算案などの決議 

       ・代表理事の職務執行報告 

 

 評議員会 ：2020年 11月 11日（水） 

・事業報告、計算書類等の承認 

・理事、監事改選の選任 

 

 

以上 

 


